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前
期
古
墳
か
ら
鏡
発
見
！

　

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
鏡
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
も
、
お
出
か
け
前
に

鏡
の
前
に
立
っ
て
身
だ
し
な
み
を
整
え

た
り
し
て
日
に
何
度
か
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な

存
在
の
鏡
で
す
が
、
古
墳
時
代
に
は
一

部
の
権
力
者
の
み
が
持
つ
こ
と
を
許
さ

れ
た
特
別
な
品
だ
っ
た
の
で
す
。

　

鏡
が
特
別
な
品
だ
っ
た
頃
は
、
実
用

品
（
自
分
の
姿
か
た
ち
を
写
す
）
と
言

う
よ
り
、
太
陽
信
仰
の
道
具
（
太
陽
光

を
反
射
さ
せ
た
り
集
め
た
り
し
て
五
穀

豊
穣
の
源
で
あ
る
太
陽
光
を
祀
る
）
や

重
要
な
相
手
へ
の
贈
り
物
と
し
て
使
用

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

山
武
市
内
か
ら
は
古
墳
時
代
の
鏡
が

５
枚
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
４
枚
は
島
戸
地
区
に
所
在

す
る
島
戸
境
一
号
墳
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
す
。

　

島
戸
境
一
号
墳
は
、
規
模
が
直
径
約

二
〇
ｍ
を
測
る
円
墳
（
円
い
古
墳
）
で

四
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

島
戸
境
一
号
墳
で
鏡
が
発
見
さ
れ
る

ま
で
は
、
市
内
か
ら
は
１
枚
も
鏡
の
出

土
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
時
期
の
古
墳
を
調
査

し
て
も
鏡
が
出
土
す
る
事
は
極
め
て
稀

な
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
が
一
度
に
４

枚
も
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
央

政
権
と
関
係
の
強
い
豪
族
の
古
墳
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
市
内
で
発
見
さ

れ
る
古
墳
が
六
世
紀
後
半
以
降
の
も
の

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
四
世
紀
後
半
段

階
の
古
墳
の
発
見
に
、
研
究
者
か
ら
は

二
重
の
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
新

聞
紙
上
も
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

島
戸
境
一
号
墳
の
発
掘
か
ら
程
な
く

し
て
、
市
内
森
地
区
で
森
台
（
北
野
支

群
）
古
墳
群
四
・
五
号
墳
が
発
見
・
発

掘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
五
号
墳
か
ら
鏡

が
１
枚
出
土
し
た
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
こ
の
二
つ
の
古
墳
は
、

島
戸
境
一
号
墳
を
遡
る
こ
と
50
年
程
古

い
時
期
に
造
ら
れ
た
も
の
と
判
り
ま
し

た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
今
回
紹
介

し
た
鏡
の
資
料
の
ほ
か
、
人
物
埴
輪
や

古
墳
発
掘
の
様
子
を
紹
介
す
る
企
画
展

「
掘
り
出
さ
れ
た
山
武
の
古
代
Ⅲ
」

〜
前
期
古
墳
か
ら
銅
鏡
四
面
出
土
！
島

戸
境
一
号
墳
〜　

を
開
催
中
で
す
。

　

ま
た
企
画
展
関
連
の
講
演
会
も
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

１
月
５
日
・
２
月
２
日
・
３
月
２
日

　

（
各
日
と
も
午
後
１
時
半
〜
午
後
２

　

時
半　

資
料
館
企
画
展
示
室
）

講
演
会
「
山
武
の
古
墳
」

　

講　

師　

千
葉
県
教
育
庁
教
育
振
興
部

　
　
　
　

　
文
化
財
課
学
芸
振
興
部
室
長

　
　
　
　
　

萩
原
恭
一
先
生

　

日　

時　

２
月
24
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

　

場　

所　

成
東
文
化
会
館

　
　
　
　
　

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室　

※
  

参
加
費
無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

問　

歴
史
民
俗
資
料
館

☎
（82）
２
８
４
２

山
武
市
郷
土
芸
能
振
興
大
会

　

１
月
27
日
、
山
武
市
郷
土
芸
能
振
興

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
出
演
団
体
は
連

絡
協
議
会
か
ら
10
団
体
で
、
新
町
囃
子

等
保
存
会
・
二
区
祭
礼
会
・
大
富
ば
や

し
・
白
幡
八
幡
神
社
伝
承
文
化
保
存

会
・
つ
く
も
民
謡
保
存
会
・
や
ま
び
こ

太
鼓
・
折
戸
神
楽
保
存
会
・
本
柏
神
楽

保
存
会
・
椎
崎
獅
子
舞
保
存
育
成
会
・

琴
平
神
楽
保
存
会
が
出
演
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
演
と
し
て
、
山
武

市
芸
術
文
化
協
会
か
ら
民
謡
部
会
と
舞

踊
部
会
が
出
演
し
ま
す
。

日　

時　

１
月
27
日
㈰ 

　
　
　
　

午
前
９
時
半
開
演

場　

所　

成
東
文
化
会
館 

　
　
　
　

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

主　

催　

山
武
市
郷
土
芸
能
保
存
団
体 

　
　
　
　

連
絡
協
議
会

共　

催　

山
武
市
教
育
委
員
会　
　
　

 
※

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
演
歌
歌
手

香
取
幸
恵
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課　
　

☎
（80）
１
４
５
１

島戸境一号墳出土

連孤文鏡
れんこもん

ご 

こ
く

ほ
う
じ
ょ
う

ま
つ

え
ん
ふ
ん

ま
る

ほ
ど


